
 
 
 
 
 
 

 

            

６０周年記念運動会 
旭町小学校校長 道山 正史  

 

先日の朝、豊渓中学校の生徒が、本校の校門や昇降口のところで登校してく

る小学生に「おはよう！」「イェーイ！」などと言いながら、ハイタッチをす

る子もいたりして、ふれあってくれていました。小中連携の一環として行って

いる「あいさつ運動」の一コマです。お隣にある豊渓中学校は、今年度７０周

年を迎えました。旭町小学校が６０周年ですから、いつも周年行事の時はいっ

しょの年に行うことになります。いろいろな意味でいつも協力し合う学校同士

のつきあいみたいなものがあります。ついこの前に行われた豊渓中学校の運動

会にも、旭町小学校の子供たちがたくさん見に来ていて、とても和やかな光景

でした。「あいさつ運動」でも、ふだんからよく知っているといった雰囲気で

あってもちょっと恥ずかしいといった感じでお互いが活動していました。 

その豊渓中学校の７０周年記念式典が５月２７日(土)に行われました。運動

会の１週間後に記念式典を行うなどということは、とても慌ただしかったに違

いなく、それでもしっかりとした立派な姿は、さすが中学生だなと思いました。

同じ地域にある学校としてとても誇らしく思いました。 

 

さて今度は６月３日(土)が本校の６０周年記念運動会です。約３週間の練習

で鍛えた演技や競技で、精一杯頑張ってくれることでしょう。豊渓中学校やち

がう中学校に進学していった中学生もたくさん見に来てくれるかもしれません。

自分たちが小学生だったとき、そういえばあんなことを頑張っていたなとか、

これは今年初めてだなとか、そういう風に思いながら地域の小学校の運動会も

是非見てほしいと思います。そして自分たちが旭町やその周辺で暮らしている

地域の一員として成長していってほしいと思うのです。小学校は小学校の、中

学校は中学校の運動会の価値付けや意義というものがあると思います。しかし

地域にとっては、この地域で行われる大きな行事の一つなのです。おじいちゃ

んもおばあちゃんも、そして大きくなったいろんな年齢の昔の小学生にも是非

いっしょにご覧になっていただき、今の小学生を励ましていただければ幸いで

す。 
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